平成２１年度　全国鉄構工業協会　青年部会
第５回理事会　議事録
日　時 ： ２０１０年２月１３日　１１：００～１６：００
場　所 ： 沖縄県「産業支援センター」会議室
出席者 ： 上柿（奈良）、中村（北海道）、伊藤（三重）、松下（愛媛）、吉岡（東京）、船山（福島）、牧口（群馬）、福岡（福井）、林（愛知）、大井（滋賀）、

泉（和歌山）、尾熊（岡山）、古瀬（長崎）
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：田中（鋼構造出版）
　　　　　　畠中（阪和興業）

　　　　　　九州ブロック役員の皆様13名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（司会）　松下副会長
1． 開　会
2． 出席者の確認
3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　上柿範兼
「今回理事会で9期理事の集散は最後になります。理事の皆様には2年間のご協力有難うございました。」上柿会長から冒頭の挨拶がなされた。様々な局面で厳しい時期ではあるがやはり身体が資本。今後も健康管理には留意して欲しい旨の挨拶がなされた。

４．次回総会議案書の確認及びチェック

　　総会議案書の詳細について訂正個所などの擦り合わせが行われた。

　　最終修正期日は3月10日を目標とする。

５．総会シナリオ確認

　　詳細の確認・読み合わせなどチェックを行った。

６．会長会議確認

　　各都道府県会長及び理事のテーブル割、席次の決定がなされた。

　　今後タイムスケジュールの作成をする。

　　敢えてサブテーマは決めずに忌憚ない意見の集約を目的とする。

７. 各地ブロック活動報告　≪メーリングリスト送り済。簡潔に報告≫
北海道BC
中村副会長より報告
4月以降も仕事量少なく不透明。

東北BC
船山理事より報告

　　　　　　　山積みはHグレード１～２か月　Mグレード最大２か月程度。

　　　　　　　物件数は変わらず低調か。

関東BC
牧口理事より報告　
　　　　　　　山積みはHグレード以外は０～２か月

　　　　　　　業界再編・淘汰が起こりそうな一年。

北陸BC
福岡理事より報告
厳しさは増す一方。

中部BC　　　林理事より報告
厳しい受注状況が続きそう。仕事もなく単価も厳しい。
近畿BC
　泉理事より報告
　　　　　　　　　物件は無く安値の先端か。
中国BC　　　尾熊理事より報告
活動自体も某県ではほぼ皆無になった。
四国BC
松下副会長より報告
建築のみならず造船も厳しくFAB各社に影響を及ぼしている。
九州BC
古瀬理事より報告
仕事量は非常に少ない。加工費は無い状況で受注される場合も。

８．ブロック事業助成金申請と承認
・四国ブロック２月２７日（土）の事業に変更がある為、追加説明がなされた。

テーマ①「手形買取ファクタリングについて」テーマ②「社員の健康管理について」。
今回理事会にて承認された。

９.　ブロック事業報告

　　・福岡理事より北陸ブロック事業報告がなされた。

　　

10.　総会準備の進捗について

　　・現況の準備状況・要望事項が牧口理事より説明がなされた。

11.　その他

　　・旭化成建材㈱・㈱イシハラ両社様より青年部発案のエンドタブ商品化についての説明がなされた。

　　・昼食時間を利用し阪和興業㈱畠中様を招き、今後の材料価格の動向、業界の動向、今後の業界のビジョンなどディスカッションした。

　　・㈱ロックマスカー様よりマスク着用器の説明がなされた。　　

　次回理事会の開催　
「第１回理事会」２０１０年４月１７日（土）　１０：００～
　　　　　　　　　東京都：全国総会会場
議事録作成：大井（滋賀）
